
（参加者34名中回答16名：回答率約47％）

＜理由＞

・在宅の経験がないため、いろんな意見が聞けて学びが増えた。

・ＡＣＰというワードを知らなかったのでよい機会だった。

・ＡＣＰに対する理解度が増した。

・様々な場面で本人や家族の話をきき、支援者が伴走をすることの大切さを再認識した。

・皆さんのエピソードや意見を聴けた。

・ＡＣＰについて再確認できたが、グループワークでの意見交換に難しさを感じた。

・地域や施設、病院等違う場で働く職種の方の経験や考えなどきくことができ大変勉強になった。
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・日頃の業務でＡＣＰに関わることが少なく、実際はどうなのか知りたかったのだが、参加者の経験
談など（もちろん講義も）学ぶことができ大変有意義だった。

・普段から業務でも接することがある方々と業務外でケアについて考え方や話し合う等、情報を共
有できたことがよかった。

・プログラムの作り方が上手だった。グループ構成もよかった。他職種の方々の話が（考え方や経
験など）聞けて学びになった。
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＜理由＞

・歯科医の意見を直接聞くことができた。

・多職種の色々な意見が聞け参考になった。他のグループの意見も参考になった。（２）

・他の職種の視点からの意見で普段気づかなかった点を認識できた。（２）

・職種の偏りがあり、多職種とはあまり感じなかった。

・グループワークの課題で多職種それぞれの専門性を活かした意見を聞くことができ、その情報を
すり合わせて一つの方向にまとめていく過程が体験できた。

・患者さんやその家族に関わる各職種の方と情報を共有することで患者さんを中心にして生活の
質に関する新年、価値、希望について話し合い対応していくことができると体感できた。

・病院や施設で最期を迎えることを希望されることも多いが在宅での支援も幅広ことが分かった。
職種によって知識の違いもあるため、情報共有しながらスキルアップが必要であると感じた。

・職種や職場が違うことで実践していること、考えること、思うことの違いがあり、意見を出し合い学
びあえたと思う。

12, 75%

4, 25%

0, 0% 0, 0%

Ｑ３ 職種を交えて情報共有することで見えてくる問題や解決方法が
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＜理由＞

・事業所内で研修内容の共有を行っていきたいと思う。

・種々の会議の場で意識して臨むことができる。

・職場での研修に活かせる。皆で学びを共有する。（３）

・早めの取り組みの大事さと「死に方」→「生きざま」への転換の必要性

・在宅生活を考えて多職種に情報提供を行う。

Ｑ５　その他ご意見やご要望

・他職種との交流を増やし、色々と意見交換が今後も増やしていけたらよいと思う。

・事前に司会、発表者が決まっていたのでディスカッションに集中できた。

・司会の方にうまくすすめていただきました。ファシリテータの人がいるのもよかった。

・良い勉強になった。ありがとうございました。

・拘束時間が長いように感じます。もっと時間が短いと参加しやすいです。

・準備運営お疲れさまでした。

・今から超高齢者社会において必ずＡＣＰは必要になる。色々な状況判断をして準備に活かしてい
けると思う。

・今後も患者さんやご家族のために薬を通して関わらせてもらいながら多職種の方と情報を共有し
て患者さんの望まれる医療やケアを提供させてもらえるように日々努力したいと思う。

・松永さんの話はとても聞きやすかった。声のトーンやテンポ、内容。スケジュールや時間配分も良
かった。最初は長い研修だなーと思って参加したが、あっという間に感じた。開催にあたり計画準
備お疲れさまでした。

・総評で岩野先生が「死にざまではなく生きざまの話をしてください」と仰ったのが印象に残りまし
た。「生きるため」の支援をしていきたいと思った。（２）ありがとうございました。

・まだまだＡＣＰの考え方、手法を取り入れた事例・経験が少ないので、今後はこの考え方、手法を
ベースに活かしていきたい。

・ＡＣＰとはどういうものかを今回の研修を復習しながら自分にできることは何か、どのタイミングが
良いのかなど、日々考えながら経験を積みたいと思う。

・看取りの方に関わる場面は多くないが、「本人が意思決定できる段階から支援し寄り添っていくこ
とができると思う。また日頃からご家族とのコミュニケーションもしっかり行っていきたいと思う。

・薬に関して患者さんやそのご家族と関わりながら希望・意思を大切に医療ケアを提供していける
ように勉強したい。

・多職種の方とたくさんのディスカッションができる場はたくさんはないので、またこのような研修会
に参加し、意見交換や情報交換しスキルアップしていきたいと思った。


